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事業領域
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リミックスポイントは、蓄電ソリューション事業を中核に、分散型エネルギープラットフォームの構築を目指しています
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エネルギー事業*2

電力小売事業

⚫ 全国で高圧、低圧需要家に電力を供給

⚫ Non-FIT太陽光発電所の運営

デジタルアセット
マネジメント事業*3

ビットコインの戦略的運用と
ディープテック領域への展開

⚫ 暗号資産の保有および運用

⚫ ディープテック専門メディア
『DEEPPOINT』の運営

蓄電ソリューション
事業*1

蓄電池・再エネ・
省エネコンサルティング関連事業

⚫ FIP転換事業、系統用蓄電池事業

⚫ 各種補助金等の活用支援に関する
コンサルティング

*1 2026年３月期中間期より、名称をレジリエンス事業から変更
*2 2026年10月１日付で株式会社リミックスでんきに承継させ、同社株式の51%を譲渡（p.4参照）
*3 2026年３月期中間期より、名称をビットコイン・トレジャリー事業から変更



事業ポートフォリオの再構築（エネルギー事業の譲渡）
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電力小売事業の経営主体を、強固な事業基盤を有する光通信グループへ移行

確保した財務余力を蓄電ソリューション事業をはじめとする成長領域への投資と株主還元に配分する

⚫ リミックスでんきの売上高・営業利益は連結に含まれず、当社持分（49%）相当の利益を「持分法による投資損益」として経常利益に反映

⚫ 第３四半期に、株式の売却益（関係会社株式売却益）を特別利益として計上する見込み

*1 残存株式49%を、１年後・２年後・３年後に16%・16%・17%ずつ譲渡する権利を当社が保有。
*2 参考入金額は事業計画どおりに達成された場合の参考値であり、実際の譲渡価額は同社の業績等により変動するため、受領を保証するものではありません。

スキーム

〜2026年９月30日

当社の連結事業（当社持分100%）

2026年10月１日

2027年10月以降

残存株式の段階的な譲渡（３回）*1 

保有期間中は持分法でリミックスでんきの利益を取り込み、譲渡価額にも同社の業績を反映

当社
光通信グループ

H-Power ホールディングス

リミックスでんき
（持分法適用関連会社）

譲渡対価 51億円

エネルギー事業を承継*1

49% 保有

51% 保有（経営主体）

本取引の狙い

事業リスクの適正化

卸電力市場の価格変動による収益の振れを、当社から切り離す

財務余力の拡大

⚫ 51%分の譲渡対価51億円を全額受領

⚫ 残存株式の譲渡（参考入金額：３年間合計 約89億円*2）

⚫ 電力調達に係る運転資金（約40億円）の負担が不要に

成長領域への資本再配分

系統用蓄電池等のアセット拡充や新たなM&A等の成長投資と、株主
還元に配分

今後の連結業績への反映（第３四半期以降）



株主還元
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当期は、普通配当３円に加え、自己株式取得により１株当たり価値の向上を図る

取得期間
2026年10月１日〜2027年３月31日
（東京証券取引所における市場買付）

取得枠（上限）
株数： 8,000,000株

（自己株式を除く発行済株式総数の5.46%）
金額： 2,000百万円

実行方針
取得総額10億円以上の実行を基本方針とし、最大20億円
まで機動的に取得

取得状況（2026年10月31日時点）

基本方針 10億円以上 上限 20億円

１株当たり期末配当 普通配当 特別配当 合計

2026年３月期（実績） ５円 － ５円

2027年３月期（予想） ３円 未定 ３円＋特別配当*1

追加還元の考え方

⚫ 期末（2027年３月31日）のBTC価格が１BTC＝９万米ドルを上回る見込みとなっ
た場合を目安に、利益水準や財務状況等を総合的に勘案して特別配当を検討。

⚫ 普通配当３円を含め、１株当たり５円以上の期末配当を目指す。

⚫ 本業の業績が想定を上回って推移した場合には、普通配当の増配を含め、株主還
元のさらなる充実を継続的に検討*2。

*1 特別配当は現時点では未定であり、BTC価格等の目安に達した場合でも、業績・財務状況等を総合的に勘案した結果、実施しない可能性があります。
*2 2026年６月19日付「2027年３月期配当予想および株主還元方針に関する補足説明」にて公表した方針です。

自己株式取得 配当

取得総額 約421百万円（1,683,700株）
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2027年3月期 第2四半期（中間期）

業績概要
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2027年3月期第2四半期（中間期） 連結累計期間実績
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(単位：百万円)

2026年3月期
2Q累計実績

2027年3月期
2Q累計実績

増減

売上高

蓄電ソリューション事業 619 708 +88

エネルギー事業 10,500 19,101 +8,600

デジタルアセットマネジメント事業 3,739 3,971 +231

その他 153 2 ▲151

合計 15,013 23,783 +8,769

営業利益
(▲は損失)

蓄電ソリューション事業 124 120 ▲4

エネルギー事業 772 58 ▲713

デジタルアセットマネジメント事業 3,739 3,971 +231

その他 ▲15 1 +16

セグメント調整額 ▲689 ▲857 ▲168

合計 3,931 3,294 ▲637

経常利益 (▲は損失) 3,937 3,156 ▲780

親会社株主に帰属する中間純利益 (▲は純損失) 4,111 2,669 ▲1,441

⚫ 蓄電ソリューション事業

ー 自社保有の系統用蓄電所の需給調整市場への参入

が進み、運用収益が加わったことで増収となった

ー 当期に売上拡大を見込んでいた家庭用蓄電池は、

新モデルの認証取得に時間を要し販売開始が遅れ

たため、営業利益は前年同期並みにとどまった

ー 系統用蓄電池の販売は、工事完了が下期に集中す

る計画

⚫ エネルギー事業

ー 契約の拡大による販売電力量の増加に加え、JEPX

価格の上昇が販売単価を押し上げ、増収となった

ー 一方、地政学リスクや猛暑を背景としたJEPX価格

の高騰により調達コストが大きく増加し、減益と

なった

⚫ デジタルアセットマネジメント事業

ー ビットコイン価格の上昇により、9月末時点で

37.2億円の評価益を計上*

ー 保有するアルトコインをすべて売却し、約1.2億円

の売却益を計上

ー レンディング等による運用収益も寄与し、増収増

益となった

* 決算短信に記載の評価益（売上高の増加）3,695百万円は、ビットコインの評価益に、営業投資有価証券の評価損益を加えた金額です。
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2027年3月期 第2四半期（中間期）

主な事業別トピックス

8



© Remixpoint, inc.

蓄電ソリューション事業

9



事業環境

蓄電ソリューション事業（系統用蓄電池事業の全体像）
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⚫ 発電量に占める再エネの比率は、2023年度の約2割から2040年度に4〜5割
程度へ。天候による発電量の変動を調整する蓄電池の重要性が高まる

⚫ 国内の系統用など供給側蓄電池の導入量は、2025年９月末の約50万kWから
2040年度に800〜1,000万kW（約16～20倍）へ拡大の見通し

⚫ 国が系統用蓄電池の導入支援補助金で後押し

出典： 資源エネルギー庁「エネルギー基本計画の概要」（2025年２月）、経済産業省「蓄電池・電源産業戦
略 参考資料」（2026年６月２日）。導入見通しは電力広域機関の推計です。

開発から運用まで自社で完結

運用を支える制御技術

制御システム(EMS)で、国のセキュリティ評価制度JC-STARの認証を取得(高圧)

当社の強み

事業モデル

用地取得 系統連系の調整 設計・施工
市場での
運用・保守

当社
蓄電所を開発

持って稼ぐ
自社保有

① JEPX
売買の差額

②需給調整市場
調整役としての報酬

③容量市場(2028年～)
待機への報酬

毎月の運用収益

つくって売る
販売

外部の事業者
販売代金

（引き渡し時に一括）

STEP １ 自社保有
自社の蓄電所を市場で運用し、実績を積む

STEP ２ EMS・運用サービス
蓄電池の遠隔制御・運用サービスを展開する

STEP ３ エネルギープラットフォーム
アグリゲーターとして、自社で保有・販売した蓄電池やFIP転換の太陽光発電所な
どを束ね、電力市場での運用により収益を生み出す

現在地

目指す姿

拡大が見込まれる市場で、ワンストップの開発力を強みに、エネルギープラットフォームの構築を目指す



蓄電ソリューション事業（系統用蓄電池事業の主要KPI：2026年10月31日時点）
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需給調整市場に参入した自社保有蓄電所は５か所に拡大

【高圧】系統用蓄電池の販売

KPI項目
前回

（8月14日）
今回

（10月31日）
指標の説明

当期受注済

案件数 4件 5件
当期に受注した販売案件
の数

容量 32MWh 40MWh
受注した案件の蓄電容量
の合計

受注残高 16.8億円 28.1億円
受注済みで、引き渡し時
に売上計上する金額

受注見込案件*1

案件数 3件 3件
正式受注に向けて商談が
進む案件の数

容量 24MWh 24MWh
受注見込案件の蓄電容量
の合計

想定金額 16.1億円 24.8億円
受注見込案件の想定受注
金額の合計

参考パイプライン総額 32.9億円 52.8億円
受注残高と受注見込案件
の想定金額の合計

【高圧】自社保有蓄電所

KPI項目
前回

（8月14日）
今回

（10月31日）
指標の説明

自社保有蓄電所数 10か所 12か所
将来の収益の源となる資産の数（
中期目標25か所*2）

受電開始済 5か所 6か所
電力網につながり、JEPXで収益が
生まれ始めた施設数

需給調整市場参入済 2か所 5か所
単価の高い需給調整市場でも収益
を得られる施設数

開発中（受電開始前） 5か所 6か所
今後、受電を開始して収益化に向
かう施設数

総定格出力 約20MW 約24MW
一度に出し入れできる電力の合計
（設備の規模）

総定格容量 約80MWh 約97MWh
ためておける電力量の合計（設備
の規模）

月間見込売上高*3 約2,000万円
約1,200万〜
2,000万円

需給調整市場参入後の、１か所あ
たりの月間売上の目安

累計投資額 43.5億円 50.5億円
収益基盤づくりに投じた資金の総
額

*1 受注見込案件は正式受注前の案件を含む参考指標であり、受注の成立又は記載金額を保証するものではありません。
*2 高圧の系統用蓄電所の自社保有数の計画値です（2026年８月28日付 補足説明資料）。
*3 出力約2MW／容量約8MWh規模の施設を想定した、当社シミュレーション等に基づく想定値です。
エリアの需給調整市場の状況により異なります。

【低圧】系統用蓄電所の申請状況

KPI項目
前回

（8月14日）
今回

（10月31日）
指標の説明

案件候補数 ― 86件
申請前の検討・準備中の
案件

DD完了、申請手続き中 ― 1,066件
申請手続きに着手し、完
了前の案件

申請完了件数 ― 537件
必要な申請手続きがすべ
て完了した案件

うち連系承諾件数 ― 20件
電力会社から連系承諾を
得た案件



蓄電ソリューション事業（系統用蓄電池事業の開発状況：2026年10月31日時点）
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自社保有蓄電所の開発状況（1か所あたり 定格出力約2MW・定格容量約8MWh）

No. 施設名 所在地
受電開始

（系統連系）
需給調整市場参入

1 NC仙台市青葉区上愛子蓄電所 宮城県仙台市 2026年４月１日 2026年６月23日

2 NC白河市表郷番沢蓄電所 福島県白河市 2026年６月24日 2026年７月17日

3 NC玉名市青野蓄電所 熊本県玉名市 2026年３月５日 2026年８月19日

4 NC口春蓄電所 福岡県嘉麻市 2026年５月29日 2026年10月20日

5 NC鳥取市気高町2蓄電所 鳥取県鳥取市 2026年６月30日 2026年10月28日

6 NC大田市仁摩町蓄電所 島根県大田市 2026年６月５日 未定

7 NC海南市木津蓄電所 和歌山県海南市 2026年11月頃（予定） 2027年２月頃（予定）

8 NC枕崎市桜山東町蓄電所 鹿児島県枕崎市 2026年11月頃（予定） 2027年３月頃（予定）

9 NC揖斐川町谷汲名札蓄電所 岐阜県揖斐郡揖斐川町 2026年12月頃（予定） 2027年４月頃（予定）

10 埼玉県秩父郡小鹿野町両神薄864-10蓄電所（仮称） 埼玉県秩父郡 2026年12月頃（予定） 未定

11 NC長野市上ヶ屋蓄電所 長野県長野市 2027年３月頃（予定） 未定

12 恵那岩村3蓄電所（仮称） 岐阜県恵那市 2027年７月頃（予定） 2027年秋頃（予定）

* 受電開始・需給調整市場参入の予定時期は現時点の見通しであり、許認可・工事進捗・系統制約・市場環境その他の要因により変更となる可能性があります。



蓄電ソリューション事業（FIP転換事業）
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高圧の宇城、低圧の菊池・志布志で、FIP運用開始に向けた準備が進む

開発パイプラインの進捗（2026年10月31日時点）

設備規模(太陽光／蓄電池) FIP運用開始(予定) 進捗状況

宇城（高圧）
⚫太陽光：約970kW

⚫蓄電池：約2,500kWh
2027年１月

菊池*（低圧）
⚫太陽光：約500kW

⚫蓄電池：約2,090kWh
2027年１月

志布志*（低圧）
⚫太陽光：約500kW

⚫蓄電池：261kWh
2027年１月

* 菊池・志布志はブルースカイソーラー株式会社との協業案件

⚫ FIP転換の実証検証が進む（宇城）

• 出力制御で使われずにいた電気を蓄電池にため、価格が高い時間帯に売電する
（アービトラージ）

• 2027年１月のFIP運用開始に向け、運用体制の構築を進める

⚫ 自社実証で蓄積したノウハウを活かし、FIP転換支援へ展開（菊池・志布志）

• 菊池や志布志などの低圧案件を１MW以上に束ね、2027年春の需給調整市場参入
を目指す（アグリゲーションの確立）

• 自社運用で得た知見をパッケージ化し、他社発電所のFIP転換・EMS導入をワン
ストップで支援する新たな収益基盤を創出

宇城太陽光発電所 リュミエ菊池

4.FIP運用開始1.取得 2.工事 3.認定取得済

4.FIP運用開始1.取得 2.基礎工事着工 3.認定取得

4.FIP運用開始1.取得済 2.工事 3.認定取得



これまでのノウハウと知識を活かした補助金申請支援を通し、企業の再エネ・省エネをサポート

蓄電ソリューション事業（補助金支援コンサルティング）
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累計採択件数：958 件（平成25年度補正予算～現在）

※令和8年度実績 採択件数：55件 採択率：92％（2026年９月30日時点における実績）

補助金支援実績

主な支援実績補助金

⚫ 経産省 省エネ・非化石転換補助金（設備単位型）

⚫ 経産省 省エネ・非化石転換補助金（工場・事業場型）

⚫ 経産省 災害時に備えた社会的重要インフラへの自衛的な燃料備蓄の推進事業費補助金

⚫ 環境省 脱炭素技術等による工場・事業場の省CO2化加速事業

⚫ 環境省 コールドチェーンを支える冷凍冷蔵機器の脱フロン・脱炭素化推進事業

⚫ 環境省 ストレージパリティの達成に向けた太陽光発電設備等の価格低減促進事業

⚫ 環境省 地域共生型太陽光発電設備導入事業

⚫ 環境省 業務産業用蓄電システム導入支援事業

⚫ 国交省 地域物流脱炭素化促進事業

⚫ 厚労省 地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金

⚫ 東京都 ゼロエミッション化に向けた省エネ設備導入・運用改善支援事業 等

登録等

⚫ エネマネ事業者
(令和7年度補正予算登録）

⚫ ZEBプランナー
(ZEB30P-00019-C）

⚫ SHIFT事業支援機関



エネルギー事業
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エネルギー事業（電力小売事業）
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四半期ごとの売上高推移(百万円)
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*1 「その他」には、電力市場において余剰電力を販売した売上や、国の「電気・ガス価格激変緩和対策事業」における補助金売上が含まれます。
*2 2026年10月１日以降、エネルギー事業はリミックスでんき（持分法適用関連会社）の事業となるため、2027年３月期の3Q以降は当社の連結売上高に含まれません。
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エネルギー事業（電力小売事業）
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⚫ 地政学リスクや猛暑を背景に、JEPX価格が前年同期比＋54.5%と上昇し、調達コストが増加

⚫ 前期からの契約の拡大により、高圧・低圧とも販売電力量が増加

⚫ 固定単価が適用されるプランの新規受付停止など、料金プランの見直しにより、市場価格の変動による影響の抑制を図る

売上（百万円） JEPXシステムプライス（円） 高圧販売電力量（万kWh） 低圧販売電力量（万kWh）

+31.4%
+80.4% +54.5%

18,122 

34,547 

2026年3月期

2Q (7~9月)

2027年3月期

2Q (7~9月)

+90.6%



エネルギー事業（電力小売事業_高圧）
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ー 契約区分：工場、病院、商業施設やビルといった大型施設が中心

ー 電気使用量が時間帯で大きく変動（日中に大量消費し夜はあまり使われない）

契約電力

50kW以上

⚫ 価格転嫁型プランを中心に運用し、市場価格の変動による影

響を抑える

当社における
対応状況

契約口数 3,723件（43.5万kW程度）



エネルギー事業（電力小売事業_高圧）
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⚫ JEPXスタンダード・高圧スタンダードの2つの価格転嫁型プラン（約72%）は、調達コストの変動
が販売価格に反映される設計

⚫ 市場価格の高騰を受け、固定単価が適用される高圧フラットプラン・高圧ハイブリッドプランは、
新規受付を停止

JEPXスタンダードプラン 高圧スタンダードプラン 高圧フラットプラン

プランの
特徴

電気料金がJEPX(卸電力取引所)からの
電力調達コストに連動するプラン

電気料金がJEPX、相対電源等のすべて
の電力調達コストに連動するプラン

電気料金単価を固定化した、電源調達
コストに影響を受けないプラン

売上比率 39.6% 32.5% 22.2%

高圧ハイブリッドプラン 高圧チョイスプラン

プランの
特徴

電気需要が高い夏・冬には固定単価プランが、電気需要
が低い春・秋には市場連動型プランが適用される

相対電源と市場電源の割合を顧客が選択できるプラン

売上比率 5.7% 0.0%
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エネルギー事業（電力小売事業_高圧）
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⚫ 契約口数・契約電力・販売電力量とも前年同期を大きく上回る

⚫ 市場価格の影響が比較的小さい中国・四国・九州エリアを中心に、新規獲得を強化

契約口数（件） 契約kW（kW） 販売電力量（千kWh）

84.2%

増加

高圧需要家の獲得状況推移

83.0%

増加

2027年
3月期

2027年
3月期



エネルギー事業（電力小売事業_低圧）
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ー 契約区分：商店や飲食店、事務所、一般家庭などが対象

ー 電気使用量は比較的平たんで、24時間の使用量変動が小さい

契約電力

50kW未満

⚫ 代理店網を通じた契約の拡大と、市場価格に応じた料金プラ

ンの見直しを並行して進める

当社における
対応状況

低圧法人 一般家庭

契約口数 約36,500件 約26,200件



低圧

法人需要家

エネルギー事業（電力小売事業_低圧）
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⚫ 代理店網の拡充により、契約口数が増加

⚫ 低圧法人需要家の契約口数が３万６千件を突破

契約口数（件）
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一般家庭需要家

低圧

エネルギー事業（電力小売事業_低圧）
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⚫ JEPX価格の高止まりに伴い、市場と連動しないベーシックプランの新規受付を停止

⚫ 既存契約の料金プランの切り替えに伴い、1Q末から契約口数は微減

契約口数（件）
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デジタルアセットマネジメント事業
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９月１日に全アルトコインを売却し、約1.2億円の売却益を計上
ビットコインの評価損益は、６月末時点の▲18.1億円から、９月末時点で＋37.2億円に改善

*1 2027年３月期期首時点の保有枚数に、2026年４月１日以降の追加取得分およびレンディング報酬として受領したビットコイン（2026年９月30日時点）を加算しております。
*2 2027年３月期期首簿価に、2026年４月１日以降取得したビットコイン取得価額1,000,000,000円およびレンディング報酬として受領したビットコインの評価額（受領月の平均レートに基づき算出）を加算しております。
*3時価は、2026年９月30日 24：00時点を基に算出しております。
*4 2027年３月期中間連結会計期間 (2026年４月１日～2026年９月30日)の損益計算書に売上高(収益)として計上しております。

保有枚数*1 簿価*2（円） 時価評価額*3（円） 評価損益*4（円）

BTC 1,508.72156675 16,136,388,567 19,855,077,562 3,718,688,995

アルトコインの売却結果（2026年９月１日実施）

売却枚数 簿価*5（円） 売却価額（円） 売却損益*6（円）

ETH 901.44672542 293,222,590 353,425,711 60,203,121

SOL 13,920.07255868 178,580,610 227,885,508 49,304,898

XRP 1,191,204.799501 248,902,242 260,425,959 11,523,717

DOGE 2,802,311.99657 40,336,478 37,077,391 ▲3,259,087

合計 761,041,920 878,814,569 117,772,649

*5 2027年３月期期首簿価です。
*6 2027年３月期中間連結会計期間の損益計算書に売上高（収益）として計上しております。

ビットコインの保有状況および評価損益（2026年９月30日時点）



デジタルアセットマネジメント事業（DEEPPOINT）

© Remixpoint, inc. 26

ディープテックの一次情報とデータを集約し、企業・研究者・投資家の接点をつくる

https://deeppoint.remixpoint.co.jp/

⚫ 3つのDB（ディープテックDB、トレジャリー企業DB、ステーブルコインDB）を公開

⚫ 企業や投資家の関係をたどる「つながりを辿る」機能

⚫ 利用者別の使い方動画

2Qに公開した主な機能

累計70本
CEO・研究者への直接取材など

掲載記事数
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四半期毎損益計算書推移
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(単位：百万円)

2026年3月期 2027年3月期

4～6月 
(1Q)

7～9月 
(2Q)

10～12月 
(3Q)

1～3月
 (4Q)

4～6月 
(1Q)

7～9月
 (2Q)

累計
（4～9月）

売上高

蓄電ソリューション事業 230 389 408 1,363 297 410 708

エネルギー事業 4,139 6,361 4,840 5,750 7,627 11,473 19,101

デジタルアセットマネジメント事業 1,970 1,768 ▲4,738 ▲4,888 ▲1,890 5,861 3,971

その他 153 ー ー ー 1 1 2

合計 6,494 8,519 510 2,227 6,035 17,747 23,783

営業利益
(▲は損失)

蓄電ソリューション事業 ▲9 134 87 347 13 106 120

エネルギー事業 183 589 195 68 611 ▲552 58

デジタルアセットマネジメント事業 1,970 1,768 ▲4,738 ▲4,888 ▲1,890 5,861 3,971

その他 ▲14 ▲1 ▲0 0 0 0 1

セグメント調整額 ▲388 ▲301 ▲230 ▲250 ▲452 ▲405 ▲857

合計 1,741 2,189 ▲4,685 ▲4,722 ▲1,717 5,011 3,294

経常利益 (▲は損失) 1,760 2,176 ▲4,714 ▲4,724 ▲1,775 4,931 3,156

親会社株主に帰属する当期純利益 (▲は純損失) 2,283 1,827 ▲4,108 ▲4,742 ▲1,774 4,444 2,669



連結貸借対照表推移
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(単位：百万円) 2026年3月31日現在 2026年9月30日現在

現金及び預金 1,993 3,020

売掛金及び契約資産 3,892 8,337

仕掛品 379 1,053

自己保有暗号資産 771 13

貸付暗号資産 14,970 19,855

営業投資有価証券 364 422

その他 1,001 1,712

流動資産計 23,374 34,414

固定資産計 4,347 5,940

資産合計 27,721 40,355

(単位：百万円) 2026年3月31日現在 2026年9月30日現在

買掛金 1,567 2,522

前受金 302 4,833

短期借入金 500 3,000

預り金 288 523

その他 1,073 1,404

流動負債計 3,732 12,284

固定負債計 ー 138

負債合計 3,732 12,422

純資産合計 23,988 27,933

負債・純資産合計 27,721 40,355

資産の部 負債・純資産の部



リミックスポイント 会社概要
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商号

株式会社リミックスポイント

本社 東京都港区虎ノ門4-3-9 住友新虎ノ門ビル

設立 2004年３月

資本金 5,686百万円（2026年９月末時点）

子会社 イプシロン・ホールディングス株式会社

株式会社シールエンジニアリング

合同会社NCパイオニア

関連会社 株式会社リミックスでんき
（2026年10月１日付で持分法適用関連会社）

決算期 ３月

代表者 代表取締役社長 CEO 高橋 由彦

事業内容 蓄電ソリューション事業

デジタルアセットマネジメント事業
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留意事項
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① 本資料に含まれる予想数値および将来の見通しに関する記述・言明は、当社グループが現在入手し

ている情報による判断・評価・仮定に基づいております。その判断・評価・仮定に内在する不確定

性・不確実性および今後の事業運営や内外の状況変化等により、実際に生じる結果が予測内容等と

は実質的に異なる可能性があります。当社グループは、将来予測に関するいかなる内容についても、

その確実性を保証するものではありません。

② 本資料は、情報の提供を目的とするものであり、当社グループにより何らかの行動を勧誘するもの

ではありません。

③ 目的を問わず、本資料を無断で引用又は複製することを禁じます。
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